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令和2年度（第2回目）山形支部のジェネリック医薬品への切り替え率、全国第1位

協会けんぽでは、増え続ける医療費の抑制や加入者のお薬代の負担軽減のために、先発薬と

比べ価格が安い「ジェネリック医薬品」の利用促進を目指した取組みを行っています。

その取組みの一環として、先発薬を服用している方が、処方されたお薬をジェネリック医薬品に切替

えた場合に、どのくらいお薬代（薬剤料）の自己負担額が軽減されるのか試算した「ジェネリック医薬

品軽減額通知」を自己負担額が一定額以上お安くなる方へ年2回（例年8月・2月）お送りしてお

ります。

このたび、令和3年2月に 「ジェネリック医薬品軽減額通知」を送付した方の、ジェネリック医薬品へ

の切替率等がまとまりましたので公表いたします。

山形支部のジェネリック医薬品への切替率は37.9％となり、前回に引き続き全国第1位の切替率

となりました。

R3.2
送付分

送付者数 切替者数 切替率
切替率
順位

山形 29,498人 11,185人 37.9％ 1位

全国 3,110,825人 1,017,751人 32.7％ -
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＜令和3年2月送付分 ジェネリック医薬品軽減額通知の概要＞

○通知対象診療月

令和2年8・9・10月診療分

○通知書等の送付月

令和3年2月

○効果検証月

令和3年3月診療分

○通知対象医薬品

慢性疾患（リウマチ、喘息）、生活習慣病（糖尿病、高血圧症）の治療薬を始めとする、

長期間（14日以上）継続して服用することが考えられる医薬品を対象。

（ただし、がん治療薬、精神疾患治療薬、ＨＩＶ治療薬、ジキタリス製剤を除く。）

○通知対象年齢

15歳以上の加入者

○軽減可能額の基準

医科（病院・診療所等で薬をもらっている方）：500円以上

調剤（薬局で薬をもらっている方）：50円以上
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平成30年度から令和2年度の本事業のジェネリック医薬品への切替率の推移をみると、いずれも

全国第4位以内と高い順位を維持しており、直近3回（令和2年2月・8月、令和3年2月送付

分）については全国第1位の切替率となっています。
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通知対象者のジェネリック医薬品への切替率（令和3年2月送付分）
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山形支部の通知対象者のジェネリック医薬品への切替率（推移）

年度
回目

切替率 順位

平成30年
8月送付分 31.6 3位

平成31年
2月送付分 30.9 4位

令和元年
8月送付分 33.5 2位

令和2年
2月送付分 31.2 1位

令和2年
8月送付分 34.4 1位

令和3年
2月送付分 37.9 1位
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全国平均

34.8％

山形支部における通知対象者のジェネリック医薬品への切替率は37.9%となり、全国平均を大き

く上回っております。
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山形支部のジェネリック医薬品の使用割合は、令和3年4月の時点で84.4%（全国第4

位）と非常に高い使用割合となっております。

山形支部においては、元々高い使用割合であるにもかかわらず、通知による切替率が全

国第1位であったことも加えて、使用割合は順調に伸びています。
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山形支部のジェネリック医薬品使用割合（推移）

使用割合 山形 全国

令和3年1月 83.6％ 80.3％

令和3年2月 84.3％ 80.4％

令和3年3月 84.2％ 80.4％

令和3年4月 84.4％ 80.6％

令和3年5月 84.4％ 80.6％

（％）
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ジェネリック医薬品軽減額通知を送付した方の、ジェネリック医薬品への切替率を年代別にみると、

年代の上昇に比例して切替率も上昇していることがわかります。これは、年齢が上がるほど健康リスク

が高まることから通知対象となる薬剤の種類が増え、それに伴い、ジェネリック医薬品へ切替えた場合

のお薬代の軽減額が上昇することから、切替に対する動機付けが大きくなっていることが推測されま

す。

24.5%

21.3%

25.0%
26.8%

28.2%

30.9%

34.1%

38.2%

41.2% 41.6%

45.2%
46.8%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

16～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70歳～

山形支部の通知対象者のジェネリック医薬品への切替率（年代別）

年齢区分 送付人数 切替人数 切替率

16～19歳 1,154 283 24.5%

20～24歳 915 195 21.3%

25～29歳 931 233 25.0%

30～34歳 1,138 305 26.8%

35～39歳 1,569 443 28.2%

40～44歳 1,960 605 30.9%

45～49歳 2,454 838 34.1%

50～54歳 2,875 1,098 38.2%

55～59歳 3,708 1,528 41.2%

60～64歳 5,081 2,115 41.6%

65～69歳 4,327 1,957 45.2%

70歳～ 3,386 1,585 46.8%

合計 29,498 11,185 37.9%
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○軽減額通知サンプル

○ジェネリック医薬品切替希望シール

協会けんぽでは、今後もこれら「ジェネリック医薬品軽減額通知」等の取組みを通じ、加入者の窓口

負担軽減のため、また、医療費の増大による加入者の保険料負担の上昇抑制のため、引き続きジェ

ネリック医薬品の「安全性・経済性」を訴えかけると共に、「ジェネリック医薬品の普及により国の医療費

が抑制され、日本の医療保険制度の維持につながる」ことを周知してまいりたいと存じます。

つきましては、報道機関の皆様におかれましても、「山形支部はジェネリック医薬品の使用割合が全

国第4位と高い状況であり、また、ジェネリック医薬品軽減額通知により、先発医薬品からジェネリック医

薬品に切替えた方の割合が全国第1位であること」について、是非、各種報道にて取り上げていただき

ますようお願い申し上げます。 6

見本（表） 見本（裏）


